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今
、
私
の
晴
雨
計
は
！
㊲
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九
月
中
旬
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
。

普
通
な
ら
す
ぐ
に
旅
行
記
を
書
く
の

だ
が
、
二
か
月
以
上
が
経
っ
て
し
ま
っ

た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
行
こ
う
と
思
っ
た

の
は
、
昨
年
か
ら
ワ
ル
シ
ャ
ワ
直
行
便

が
出
来
て
便
利
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
シ
ョ
パ
ン
の
故
郷
を
感
じ
た
い
、

美
し
い
古
都
で
有
名
な
ク
ラ
ク
フ
の

町
を
見
た
い
、
そ
し
て
そ
こ
の
美
術
館

に
あ
る
ダ
ビ
ン
チ
の
「
白
い
貂
を
抱
い

た
貴
婦
人
」
の
絵
を
見
た
い
、
な
ど
幾

つ
か
目
的
が
あ
っ
た
が
、
最
大
の
願
い

は
人
類
史
上
最
も
残
虐
な
出
来
事
と

言
わ
れ
る
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（
ナ
チ
ス

に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
民
族
大
虐
殺
）
」
の
行

わ
れ
た
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
（
ポ
ー
ラ
ン

ド
名
は
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
、
第
二
収

容
所
ビ
ル
ゲ
ナ
ウ
を
含
む
総
称
）
の
絶

滅
収
容
所
を
見
て
お
き
た
い
と
思
っ

た
か
ら
だ
。 

 

 

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
本
や
Ｔ
Ｖ
番
組
を
読
ん
だ
り
見

た
り
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
よ

り
正
確
に
深
く
知
ろ
う
と
務
め
て
き

た
が
、
数
年
前
か
ら
「
収
容
所
に
実
際

に
立
っ
て
み
な
い
と
本
当
の
理
解
は

出
来
な
い
の
で
は
？
」
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
一
般
的
に
は
ナ
チ
ス
に
よ
る

虐
殺
の
た
め
の
収
容
施
設
は
「
強
制
収

容
所
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
は
ユ
ダ

ヤ
人
以
外
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
政
治
犯
、

ロ
マ
と
呼
称
さ
れ
る
ジ
プ
シ
ー
、
共
産

主
義
者
の
ソ
連
人
な
ど
も
含
む
収
容

施
設
の
総
称
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
撲

滅
処
分
の
た
め
の
収
容
所
は
そ
の
狙

い
の
ま
ま
「
絶
滅
収
容
所
」
と
呼
ば
れ

る
。
第
二
次
大
戦
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

は
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
を
は
じ
め
六
か

所
に
絶
滅
収
容
所
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ

ら
収
容
所
で
の
犠
牲
者
は
一
六
〇
万

人
と
い
わ
れ
、
そ
の
九
割
が
ユ
ダ
ヤ
人

（
欧
州
全
体
で
は
六
〇
〇
万
人
が
犠

牲
）
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
ナ
チ
ス
側
に
記
録
が
な
い
う

え
、
犠
牲
と
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
側
も
家

族
、
親
戚
が
皆
殺
し
と
な
っ
た
ケ
ー
ス

が
多
く
、
生
き
残
っ
た
人
に
確
認
す
る

こ
と
も
出
来
ず
、
正
確
な
数
字
は
永
遠

に
解
ら
な
い
の
だ
。 

 
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で
は
、
一
九
四
〇

年
六
月
一
四
日
か
ら
一
九
四
五
年
一

月
二
七
日
ま
で
の
四
年
七
か
月
の
間
、

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
い
う
人
類
史
上
例

を
見
な
い
虐
殺
が
重
ね
ら
れ
た
。 

ナ
チ
ス
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
な
ど
近
隣
地
の

ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
（
ド
イ

ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
ド
イ
ツ
か
ら
オ
ラ

ン
ダ
に
逃
れ
て
い
た
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン

ク
も
そ
の
一
人
〉
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ノ
ル

ウ
エ
ー
な
ど
か
ら
も
ユ
ダ
ヤ
人
を
こ

こ
に
移
送
し
た
。
彼
ら
は
「
移
住
し
て

新
た
な
生
活
を
始
め
る
の
だ
」
と
告
げ

ら
れ
、
無
理
や
り
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
て

き
た
の
だ
。
長
い
時
間
立
っ
た
ま
ま
な

ど
劣
悪
な
状
態
で
移
送
さ
れ
て
来
た

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
収
容
所
の
引
き
込
み
線

に
止
ま
っ
た
貨
車
か
ら
下
車
す
る
と
、

医
師
の
篩
に
か
け
ら
れ
、
労
働
に
役
立

た
な
い
弱
者
は
女
性
・
子
供
を
は
じ
め

即
「
ガ
ス
室
」
に
送
ら
れ
、
エ
ン
ジ
ン



の
排
気
ガ
ス
や
害
虫
駆
除
薬
で
殺
さ

れ
、
死
体
は
焼
却
炉
、
場
合
に
よ
っ
て

は
野
原
で
焼
か
れ
た
。
労
働
に
回
さ
れ

た
男
性
達
の
行
き
着
く
運
命
も
同
じ

だ
っ
た
。
何
故
「
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
」
と

い
う
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（g

e
n
o
c
i
d
e

：
特

定
の
民
族
な
ど
の
絶
滅
を
図
る
行
為
）

が
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ

い
て
も
、
収
容
所
を
訪
れ
て
よ
り
理
不

尽
な
理
由
が
存
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

第
一
次
大
戦
の
過
大
な
賠
償
金
を

負
わ
さ
れ
た
ド
イ
ツ
国
民
は
、
困
窮
の

中
で
大
き
な
不
満
と
不
安
を
抱
い
て

い
た
。
そ
れ
を
巧
み
に
利
用
し
て
の
し

上
が
っ
た
の
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
率
い
る

ナ
チ
ス
党
だ
っ
た
。
一
九
二
九
年
Ｎ
Ｙ

市
場
の
株
価
暴
落
に
端
を
発
し
た
世

界
恐
慌
は
多
く
の
国
に
拡
散
、
深
刻
な

失
業
問
題
を
惹
起
し
た
が
、
こ
の
頃
新

し
く
唱
え
ら
れ
た
ケ
イ
ン
ズ
型
の
政

府
に
よ
る
有
効
需
要
創
設
に
よ
る
景

気
回
復
、
失
業
解
消
に
最
初
に
成
功
し

た
の
は
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
建
設
を
行
っ

た
ヒ
ト
ラ
ー
だ
っ
た
。
人
気
は
一
気
に

高
ま
っ
た
。
も
と
も
と
モ
ー
ゼ
の
「
出

エ
ジ
プ
ト
記
」
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
は
別
扱

い
を
受
け
て
い
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら

生
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
イ

エ
ス(

彼
自
身
も
ユ
ダ
ヤ
人)

は
救
世

主
で
あ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
そ
れ
を

認
め
て
い
な
い
こ
と
、
ロ
ー
マ
帝
国
に

イ
エ
ス
を
告
訴
し
た
の
が
ユ
ダ
ヤ
人

で
あ
っ
た
う
え
、
金
貨
三
〇
〇
枚
で
イ

エ
ス
を
打
っ
た
ユ
ダ
も
ユ
ダ
ヤ
人
だ

っ
た
こ
と
な
ど
が
加
わ
り
、
独
自
の
宗

教
と
文
化
を
守
ろ
う
と
す
る
ユ
ダ
ヤ

教
と
、
新
興
宗
教
と
し
て
勢
力
拡
大
に

熱
心
だ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
間
に
は
、

宗
教
的
対
立
が
生
じ
た
。
以
来
そ
れ
が

原
因
で
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
は
あ
っ
た
。 

こ
の
時
代
、
ド
イ
ツ
人
が
置
か
れ
た
困

窮
の
中
で
、
銀
行
家
な
ど
が
多
く
金
銭

に
拘
泥
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
比
較
的
裕

福
だ
っ
た
こ
と
に
も
侮
蔑
と
共
に
恨

み
を
買
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
背
景
と
し
て
以
前

か
ら
認
識
し
て
い
た
が
、
此
処
へ
来
て

ヒ
ト
ラ
ー
を
ユ
ダ
ヤ
民
族
絶
滅
に
駆

り
立
て
た
最
大
の
理
由
は
「
ゲ
ル
マ
ン

民
族
の
権
威
復
活
」
だ
っ
た
こ
と
が
解

っ
た
。
コ
ビ
ノ
ー
（
フ
ラ
ン
ス
人
外
交

官
）
の
「
人
種
不
平
等
論
」
が
広
く
読

ま
れ
て
い
た
時
代
で
は
あ
っ
た
が
、
ヒ

ト
ラ
ー
は
こ
れ
を
悪
用
し
「
一
番
優
秀

（
戦
争
に
強
い
こ
と
が
判
断
基
準
）
な

ゲ
ル
マ
ン
人
が
第
一
次
大
戦
で
敗
北

し
た
の
は
、
人
種
分
類
低
位
の
ユ
ダ
ヤ

人
が
背
後
で
反
ド
イ
ツ
活
動
を
し
た

か
ら
だ
。
ユ
ダ
ヤ
を
排
し
て
ゲ
ル
マ
ン

の
栄
光
を
取
り
戻
そ
う
」
と
い
う
理
屈

付
け
を
し
、
天
才
的
演
説
で
民
族
の
復

活
を
訴
え
た
。
こ
れ
が
一
挙
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
「
ユ
ダ
ヤ
民
族
絶
滅
」
と
い

う
狂
気
が
沸
き
起
こ
っ
た
の
だ
。
今
か

ら
思
え
ば
信
じ
難
い
考
え
だ
が
、
当
時

ド
イ
ツ
で
は
敗
戦
で
失
っ
た
ゲ
ル
マ

ン
民
族
栄
光
を
取
り
戻
す
、
そ
の
た
め

に
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
混
血
を
排
し
、
民
族

の
浄
化
を
図
ろ
う
と
い
う
狂
気
は
一

挙
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
。 

 

キ
リ
ス
ト
の
磔
刑
以
来
の
キ
リ
ス

ト
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
対
立
は
、
「
ユ
ダ

ヤ
絶
滅
」
と
い
う
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま

で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。 

（
平
成

29
年

11
月

29
日
） 


